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研究実習発表会は， 口頭発表におけ る技巧的な面やIitlき手としての理解力 を身に付け る場となるとともに，
自己の努力不足，考え の狭さや浅さ ，研究の不確実さを反省する場ともなる。 したがって，孤立的な学習に軟

























実習発表会」を行った。今回は，前 2報 2),3) に続
いて「研究実習発表会」の概要を若干の考察を
加えて報告する。
48 瀧山久美子 ・黒川幸徳 ・下田健治 ・小郷正則
研究実習と発表会の概要
1.研究実習の概要






















1. IJ日 昭和 63年 12月 17日（土） I3, 3 O~I 7, 0 0 
ロ．会場 川峠医療短期大学 20 0番教室
m.漬題及び抄Uについて
¥.濱題
①締め切り 昭和 63年 12月3日（土） 1 3 : 0 0 （必着）
















































②損造紙， マジ ，ク， OHP等を使用したいグループは必要数を











臨床検査技師における微生物学教育の 1つの試み 49 
第 2 回砥生物 学 研究発表会
口頭発表申し込みカード
三――-―-］ 
演 癖 民 名 ：
ク・,レ ー プ丘氏名 ：













表 1 第 2回徴生物学研究実習発表会演題




































































































































































































































































































学教育の 1つの試み I，衛生検査， 37(3), 259-
264 (1988) 
3)瀧山久美子，他：臨床検査技師における微生物












看護教育， 28(5) (1982) 
9)中西睦子 ：看護教育と文化基盤，看護教育，28
(1) (1987) 
